
生ゴミの臭い・虫・重さにお困りの方へ・・・それ、『キエーロ』がすべて解決します！
キエーロとは
黒土の中に住むバクテリアが生ごみを分解してくれる容器です。調理くずや食べ残したもの、古くな
った食料品、てんぷら油など、さまざまな食材を処理することができます。生ごみ減量の一歩に、ぜ
ひ始めましょう。
★キエーロのここがスゴイ！★
・臭い・虫がつきにくい（太陽と風を取り込む特殊構造）
・電気代 0円！（電気不要で経済的）
・ゴミ出しが楽に（生ごみのカサが減り、ゴミ袋の節約）
・土が増えない（バクテリアが分解→入れ替え不要）
仕様・価格
・サイズ：高さ 64cm×幅 60cm×奥行 45cm
・価格：一基 3，000円（※一世帯一基まで）
対象となる方
・越生町にお住まいで、町税の滞納がない方
・生ごみ減量に関心があり、維持管理やアンケートに協力できる方
購入の手順は、簡単 3つの順序だけ
① 申請（役場まちづくり整備課の窓口へ）
② 通知（決定通知書が届く）
③ 受取（ご自宅へお届け＆代金引換）
※キエーロの作成には少々お時間がかかります。
※ご希望があれば、ご自宅までお届けします。

まちづくり整備課 新エネルギー担当 内線 157

越生町農業委員会では、農地パトロール月間として、10月～11月に農地利用状況調査を実施しま
す。
この調査は、農地法に基づいて行うもので、調査にあたっては、農業委員や農地利用最適化推進委
員が農地等に立ち入ることもありますので、農業者皆様のご理解とご協力をお願いします。

生ごみ処理容器「キエーロ」をご利用ください

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施します

詳細はこちら

※農地の適正な管理をお願いします
農地法第2条の2で、「農地について所有権または賃借権その他
の使用及び収益を目的とする権利を有する者は、当該農地の農業
上の適正かつ効率的な利用を確保するようにしなければならな
い」と農地について権利を有する者の責務が規定されています。
遊休農地は、火災や病害虫の発生原因となり、近隣の住民や農
地へ悪影響をおよぼしますので、除草（草刈）、病害虫の駆除等、
適正な管理をお願いします。

越生町農業委員会事務局 内線 141
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リユースバザー 越生町 11 月３日（火・祝）

植樹体験 毛呂山町 11 月 29 日（日）

木こり体験 ときがわ町 12 月６日（日）

クラフト体験 東秩父村 9 月 12 日（土）終了

山並みの未来をつなぐ

山並み連携ゼロカーボンシティ協議会

イベント参加者募集

越生町産業祭と同日に開催します。

どなたでもお買い物いただけますのでお気軽にお立ち寄りください。

開催場所 越生町保健センター北側駐車場 （越生町越生 917）

お問合せ 越生町役場まちづくり整備課

TEL 049-292-3121（内線１５７）

開催場所 毛呂山町大字川角地内景観樹林

募集人数 １００人まで（先着）

参 加 費 無料

申込期間 １０月 5 日（月）～１１月２０日（金）

対 象 者 毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村に在住の小学生以上の方

お問合せ 毛呂山町役場生活環境課 TEL 049-295-2112（内線 172）

開催場所 ときがわ町大字西平地内

募集人数 30 人まで(先着)

参 加 費 無料

申 込 み 10 月 5 日(月)～11月13日(金)

対 象 者 毛呂山町、越生町、ときがわ町、東秩父村に在住の小学生以上の方

お問合せ ときがわ町役場農林環境課 TEL 0493-65-0814（直通）

9 月 12 日（土）に開催された和紙フェス２０２６

イベント内にて、間伐材やナラ枯れ樹木を材料に

使ったワークショップを実施しました。

たくさんのご参加ありがとうございました。

詳細はこちら

越生町 HP

詳細はこちら

山並み連携ゼロカーボンシティ協議会では、令和８年度、それぞれの町村で森林資源の循環利用に関連したイ

ベントを開催しています。他町村への参加も可能です。各イベントの詳細は二次元コードをご確認ください。

ときがわ町 HP

詳細はこちら

毛呂山町 HP

当日のイベントの様子

まちづくり整備課 新エネルギー対策担当 ０４９－２９２－３１２１（内線１５７）

『6th day カーボンニュートラル～inおごせ～』
10 月の目標は【エコショッピング月間】

～買い物の仕方を工夫して、環境問題に貢献しましょう～

広報おごせでは毎月、『6th day カーボンニュートラル～in おごせ～』
として、そのテーマをお知らせし、町民の皆さまが日々の暮らしの中
で実践できる環境行動を紹介しています。

6th day
カーボンニュートラル
（越生町HP）

カーボン（炭素）の原子番号
6番にちなみ、「毎月 6日は環
境のことを考えて生活する日」
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